
神話伝説の山里

｢高千穂郷｣通信
平成１６年 ９月号

（宮崎県西臼杵支庁）
ＮＯ.２１

（高千穂町、９月２３日 （天岩戸に天照大神が隠れた際、手力男命（たぢからおのみ天岩戸神社秋季大祭の「第１８回手力男命力自慢大会」 ）
こと）が岩戸を開き、長野県戸隠村まで投げたという神話に由来し、古代衣装に身を包んだ町内の力自慢が重さ２０kgの畳を投げた距離を競
う大会。観光客や岩戸小学校の先生の飛び入りもありました ）。

（五ヶ瀬町、９月２５日 （五ヶ瀬町坂本地区に伝わる国の重要無形民俗文化財。今から４００年程前の戦国時代三ヶ所神社例大祭の「荒踊」 ）
の末期から始められた貴重な伝統民族舞踊で、当時の武者装束をまとい、火縄銃をはじめ、槍、弓などの武器を手にして、古式ゆかしく勇壮
活発な踊りが行われました ）。
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被災から工事完了までの流れ

道路・河川等土木施設の被災⇒

災害調査及び災害報告
（市町村 → 県）⇒

現地調査及び設計図書作成
（市町村、県）⇒

災害査定（国）⇒

事業費の決定(大臣→知事)⇒

工 事 実 施⇒

工 事 完 成

道路情報のお問い合わせ先

（国道 県道）、
西臼杵支庁土木課 (0982)72-3191

（町道）
高千穂町建設課 (0982)73-1210
日之影町建設課 (0982)87-3909
五ヶ瀬町建設課 (0982)82-1713

国道２１８号深角地区の道路崩壊の災害復旧前後の状況（平成１２年度）

（農政水産課）農地災害復旧事業

(林 務 課)復 旧 治 山 事 業

（土 木 課）砂 防 事 業

(土 木 課)道 路 災 害 復 旧 事 業

（ ）災害時 （ ）工事施工後

完成直後の砂防ダム 台風１６号により満砂になった砂防ダム

満砂状態となった砂防ダムでも、大洪水による土
砂流出時には、更に土砂を堆積させ、一度に大量
の土砂が下流へ流出するのを防ぎ、その後の中小
洪水時には、土砂を少しずつ下流へ流し、次の出
水に備えます。

大雨や長雨による山腹崩壊や渓流の浸食等によ
り流出した土砂が一気に下流へと押し流される
現象を土石流といいます。砂防ダムは、この土
石流などから、下流域の人命や財産を守ってい
ます。

（ ）災害時 （ ）工事施工後
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栗出荷始まる
西臼杵の特産である「高千穂ひのかげくり」の収穫

が始まり、８月２３日
から県内はもとより関
東や名古屋方面への出
荷が始まりました。
「高千穂ひのかげく

り」は、品質的に評価
が高く、岐阜県の中津
川市にある高級和菓子
店でも使用されていま
す。

高千穂高校剣道部全国三冠制覇祝勝会
高千穂高校（工藤勝行校長）剣道部の全国三冠制覇
(選抜・玉竜旗・全国高校総体)の祝勝会が、９月１１
日に「ゆめゆめプラザＴＡＣ」で、男女剣道部員４９
名を合わせて約２５０名が参加して行われました。
「無敵艦隊」高千穂高校女子剣道部は、昨年７月に
開催された玉竜旗高校剣道大会から、公式戦は負け知
らずの２０連勝中です。

祝勝会では、三冠
を祝って、宮崎県剣
道連盟からの記念品
贈呈と宮崎県米消費
拡大推進協議会西臼
杵支部長（西臼杵支
庁長）から高千穂産
米１俵（６０k g）
も贈呈されました。
また、女子剣道部

は、９月９日に県学
生栄誉賞も受賞して
います。
四冠目となる埼玉

国体でもがんばっ
て、優勝旗を高千穂
に持って帰ってきて
ください。

全国野鳥保護のつどい高千穂町実行委員会

計画案では、前日の１４日は、愛鳥シンポジウム、
愛鳥パーティー、１５日は早朝探鳥会、野生生物保
護功労者表彰などの記念式典、郷土芸能や神話伝説
を表現したパフォーマンスなどの歓迎アトラクショ
ン等を行い、約４千人の参加を見込んでいます。
また、同つどいの初めての試みとして、前日夕方

から会場周辺において夜神
楽などの伝統芸能の披露や
郷土料理等を提供する「ふ
れあい交流会 「おもてな」、
し広場」が計画されていま
す。

約３０名が参加した高千穂町実行
委員会

支庁に「野鳥保護のつどい」
をＰＲする懸垂幕を掲示

宮水野菜集出荷場(日之影町)の選
別機で、Ｍから３Ｌまでの４つの
サイズに分けて箱詰めします。

県営林監視人退職者に知事感謝状贈呈
西臼杵管内の県営林の保護管理など、監視人として

長年担当区域の監視業務に御尽力された３名の方に、
知事感謝状が贈呈されました。

受賞者は、青木一義
、 ４４さん(五ヶ瀬町 監視歴

年)、佐伯薫さん(五ヶ瀬
町 監視歴 年)、佐藤重、 ２０
志さん(高千穂町 監視歴、
年）です。今年度の３０

表彰は、県内で１０名。
これまでの多大な功

。績に感謝申し上げます左から青木一義さん、佐伯薫さん
佐藤重志さん

来年５月１５日に高千穂町で開催される第５９
回愛鳥週間「全国野鳥保護のつどい」の第２回高

（ ）千穂町実行委員会 委員長：黒木睦郎高千穂町長
が９月２日に高千穂町自然休養村管理センターで
開催され、基本計画案と実施計画案の概要が示さ
れました。

高千穂産米１俵(６０kg)を甲斐拓弥男
子部主将に贈呈する西臼杵支庁長

祝勝会であいさつをする工藤勝行高千
穂高等学校校長

愛鳥作品コンクール展
来年５月に高千穂町で開催されます第５９回愛鳥週

間「全国野鳥保護のつどい」のプレイベントとして、
高千穂町の高千穂温泉において「愛鳥作品コンクール

展」が８月１０日から
２３日まで開催されま
した。
作品展は、愛鳥週間

に公募し入選したポス
ター作品３８点、鳥に
ちなんだ書道作品３点
の４１点が展示されま
した。

九州商工会職員協議会合同研修会
平成１６年度九州商工会職員協議会合同研修会が、

９月１６日、１７日に
高千穂町自然休養村管
理センターで開催され
ました。
この研修会は、商工

会職員の資質向上を図
ることを目的に、九州
各県の持ち回りで開催
されており、約３００
名が参加しました。

高千穂温泉で開催された「愛鳥作
品コンクール展」

基調講演を行った興梠亘高千穂町
商工会会長
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編集後記

台風第1 6 、1 8 号の風、特に雨は年配の方が今まで
に経験したことがないようなものであったと聞きまし
た。これ以上大雨は降ってほしくないと思います。ま
た、高千穂鉄道も線路が一部被害を受けましたが、夜
中までかかって復旧した次の日に出張があり、高千穂
鉄道のありがたさがよくわかりました。 高千穂高校

▲

剣道部の２０連勝は、監督と部員の信頼関係の賜だと
思います。佐伯監督が「剣道部員全員の勝利である。
朝早くから試合会場の応援席の席取りをしたり、おし
ぼりを準備したりと裏方の役割をしてくれた控え選手
にも感謝したい 」と三冠制覇祝勝会で言葉を詰まら。
せながらあいさつされたのが印象的でした。修

トピックス
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宮崎県 西臼杵支庁 総務課
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古紙配合率１００％、白色度８２％を使用しています。

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望な
どがありましたら下記までご連絡ください。

西臼杵支庁だより
□ おいしい日本茶の入れ方教室

支庁では、９月１６日
に、日本茶インストラク
ター興梠瞳さん（五ヶ瀬
町 を講師に招いて お） 、「
いしい日本茶の入れ方教
室」を実施しました。
男性職員を中心に、約

２０名が参加しました。

□ 交通安全講習会
支庁では 「交通安全、

講習会」を秋の全国交通
安全運動期間の９月２２
日、２７日に実施しまし
た。
今年のスローガンは、

「交通安全ゆずる優しさ
です。待つゆとり」

百歳到達長寿者訪問
百歳以上長寿者の長寿を県民あげて祝福するため、

、西臼杵管内の今年度百歳到達長寿者を西臼杵支庁長が
老人週間にあわせて訪問し、内閣総理大臣及び知事か
らの祝状と記念品を贈呈しました。
今年度、百歳に到達される方は、鈴木日惠さん、工

藤久雄さん、木田サカ
ヱさん、吉村ミヨさん
（以上高千穂町 、押）
方カツさん、田中イエ
さん（以上日之影町）
の６名です。
また、年度内百歳到

達者を含めた今年度の
百歳以上長寿者は１２
名です。

日之影町消防団県大会優勝

日之影町消防団（梅戸富雄団長）第３分団第１３部
は、８月２７日に開催された第２９回県消防操法大会
の小型ポンプ操法の部、小型ポンプ積載車操法の部に
それぞれ出場し、ダブル優勝を達成しました。
小型ポンプ操法の部は、横浜市で１１月８日に開催

される全国大会に県代表として出場します。

「青少年の主張」県大会
「青少年の主張」県大会は、８月２０日に宮崎市の県

民文化ホールで開催され、少年の部の８人と青年の部の
７人が４００人を超す来場者を前に発表しました。
西臼杵関係では 少年の部に出場した甲斐夕貴さん 上、 （
野中学校３年）が優秀賞を、榮福紗希里さん（五ヶ瀬中
等教育学校３年）が優良賞を、青年の部では、吉村増雄

。さん(五ヶ瀬中等教育学校５年)が優良賞を受賞しました

消防操法大会後に記念撮影す
る日之影町消防団員

自分の住む上野地区の
臼太鼓を次の世代へ引
き継いでいきたいと発
表した甲斐夕貴さん

五ヶ瀬町の誘致企業が立地調印
宮崎市の造園工事業ヤナセ緑化株式会社が、五ヶ瀬町

鞍岡に地下水を利用した健康飲料水・清涼飲料水の製造
工場を建設することとな
り、９月９日に県庁で立
地調印が行われました。

、西臼杵郡の誘致企業は
有限会社マルミ（高千穂
町 、宮崎部品株式会社日）
之影工場（日之影町 、株）
式会社ヒロセ高千穂（高
千穂町）に次いで４社と
なります。立地調印式後に記念撮影する

梁瀬社長（左から３番目）

祝状を受賞された工藤久雄さん
（中央）

講師は高千穂警察署橋本係長

子供の頃、父親の米作
りに対する熱意に心を
打たれたことを発表し
た吉村増雄さん

慣れない手つきで楽しく学んで
いました。

日之影町民に県大会優勝を報
告する日之影町消防団員

アトピー性皮膚炎で
も、甘やかすことな
く育ててくれた母親
のことを発表した榮
福紗希里さん


